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産業標準化法による JIS 塗料屋外暴露試験の実施について 

 

拝啓 貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は当協会をご支援且つご利用賜り、厚くお礼申し上げます。 

  さて、JIS に規定された塗料の屋外暴露耐候性及び防せい(錆)性の開始時期が近づいて参りま

したので、ご連絡申し上げるとともに、当協会に試験をご依頼くださいますようお願い申し上

げます。 

 

屋外暴露耐候性及び防せい(錆)性試験の必要性 

(1) JIS 塗料の屋外暴露耐候性及び防せい(錆)性は、同じ基準によって生産される現在及び将来

の製品についての性能保証に関するものであり、認証製品ごとに、規定の生産期間ごとの製

品品質を管理するために実施するものであります。また、この試験は製造業者で行なうとと

もに、同じ製品を公的試験機関（ISO/IEC17025 に適合した試験機関）で試験を行なうよう

規定されており、その成績は産業標準化業務を行なう機関では JIS 認証製品の検査・管理の

資料として活用されます。 

 

(2) 屋外暴露耐候性又は防せい(錆)性試験を伴う製品の場合は、塗料の JIS マーク表示認証申請

書提出の際に ISO/IEC17025 に適合した試験機関の試験結果報告書の添付が必要となります。 

 

*JIS 規格に基づく試験頻度については、次頁にその内容を掲載いたします。 

 

今回の実施は、試験開始の時期が 2020 年 4 月ものでありますので、別紙 JIS 塗料屋外暴露試験

主要項目一覧表をご高覧の上、早めにご準備の上、ご依頼下さいますようお願い申し上げます。

また、次頁の表中に、一部４月限定のものがありますのでご注意をお願いいたします。 

 尚、ご依頼下さる場合には、準備の都合上、4 月暴露開始に間に合うよう試料を 3 月 6 日迄に

お送り下さるようお願い申し上げます。 

 また、「返却または廃棄費用」として、依頼 1 件に付き 1,000 円（消費税別途）をいただきます

ので、ご理解下さるようお願い申し上げます。 

まずはご連絡かたがたお願いまで。 

 

敬具 

 


